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当社執行役員による不正行為と調査委員会設置に関するお知らせ 

 

 

この度、誠に遺憾でありますが、当社の元管理部門担当の執行役員が、会社資金を私的流用していた

疑いがあることがわかりました。株主・投資家の皆様をはじめ、市場関係者の皆様及び取引先の皆様に

多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを、心より深くお詫び申し上げます。 

現在、外部の専門家を入れた調査委員会で不正行為の内容の詳細、影響金額を含めて調査中でありま

すが、不正行為の疑義が生じている事案の概要と調査委員会の設置、業績に与える影響、今後の対応に

ついて取り急ぎ、以下の通りお知らせいたします。調査により公表すべき事実が確定し次第、速やかに

開示いたします。 

 

記 

 

 

1． 不正行為と疑われる本件事案の概要と判明した経緯 

昨年 7月に決算期をまたいだ仮払金の不適切な処理が明らかになり、帳票の詳細な突き合わせ及

び事実の確認を進めてきましたところ、管理部門の元責任者であった執行役員が約2年間にわたり、

不正に私的流用していたことを本年 3月 28日に自ら申し出て、判明したものです。本人の申告によ

る私的流用の合計金額は約 450万円ですが、今後の調査により増減する可能性があります。 

なお、本人は 29日より出勤禁止(自宅待機)としています。 

 

2． 調査委員会の設置 

当該不正行為の疑いに対し、4月 5日付で調査委員会を設置いたしました。調査委員会は、被害金

額など不正行為の全容を解明し、原因分析とともに責任の所在を明らかにした上で、再発防止策を

策定することを目的としております。当年 5 月上旬をめどに調査結果を取りまとめてご報告する予

定です。 

調査委員会の委員は下記の通りです。 

 

委員長 当社社外取締役 中畑孝雄 

委員 弁護士 入谷淳  

委員 当社執行役員 渡壁淳司  

  

3．業績に与える影響 

現時点では軽微と考えておりますが、被害額は現在調査中であり、確定には至っておりません。

本件が業績に与える影響につきましては上記調査委員会による調査結果に基づき、確定し次第、速



やかにお知らせいたします。 

 

4． 今後の対応について 

当社では、上記の通り調査委員会を設置し、速やかに実態解明と原因究明などに取り組むと

ともに調査結果を踏まえて、再発防止策と社内改革を実行いたします。 

今回の執行役員の不正行為の疑いを重く受け止め、深く反省いたすとともに株主様、取引先

様など皆様に多大なるご迷惑とご心配をおかけすることになりましたことを重ねて深くお詫び

申し上げます。 

 

以上 

 

 

              


